
愛知県豊田市敷島地区

しきしまを愛する人と共に
住民自治から関係自治へ



2005年合併、都市が山村が共存する
「日本の縮図」となる
５%の人口で市域の６０パーセントを担う



敷島自治区の概要
880
319

（R6.4.1）



直ぐに来る　ムラの消滅
１０年前のムラ～１０年後のムラ

人の空洞化
土地の空洞化
ムラの空洞化
心の空洞化（何をやってもダメだ）



敷島小学校区の人口・児童数（現状推移）
何もしなくても2025年までは児童数が増える

名古屋大学／小地域ごとの簡易人口推計ツール
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豊田市 敷島小学校区（現状推移）2060年 総数
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敷島小学校区の人口・児童数（移住モデル）
3世帯／年の子育て世代の移住で100人規模の学校

名古屋大学／小地域ごとの簡易人口推計ツール
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豊田市 敷島小学校区（移住モデル３）2060年 総数

児童数

人口

90人
100人



真庭市 中和地区

現状モデル



真庭市 中和地区

移住モデル 0.5



真庭市 中和地区

移住モデル １



１０年後を展望し
５年間の行動計画を定める

討論には、中学生やしきしまファンの都市部住民も参加

公開討論会

「しきしま♡ときめきプラン」





暮らしの参観日（空き家見学会）

移住者受入れは空き家活用が決め手

10年間の移住実績

40世帯 98人
空き家片付け
大作戦



「関係人口」が、山村地域の持続化を支える

年度の「交流人口」

延べ5,000人

「こめっこクラブ」

さくら村「ガキ大将養成講座」



福蔵寺 ご縁市

登山部あさひ



スモールビジネスが地域の経済循環を生む

10年間毎年1事業以上のスモールビジネスが起業

Ｉターン女子の菓子工房
「杉ん工房」

　「あさひ薪研」

農家民宿「ちんちゃん亭」



ホームスクーラー

喫茶 chillin ちりん



地域の絆が 都市とつながり 
未来を拓く

～しきしまの家から始まる山村の未来～



新たなフェーズ
 「しきしま♡ときめきプラン2020」







支え合い社会創造プロジェクトプロジェクト①

プロジェクト②

プロジェクト③

誰もが「支える人」であり続け、無理のない持続的な
有償ボランティアのシステム（現代の 「結」）を創り上げる

農村景観を守る農地保全プロジェクト
美しい農村の風景を次世代につなぐため、消費者とつながる
農地保全（CSA農業）、集落営農組織化に取り組む

未来への構造改革プロジェクト
人口減少・超高齢社会に合った自治区、町内会などに改め、
関係人口と共に地域を自治する地域運営組織を立ち上げる

人口減少・超高齢社会を受け止めて前に進む！

「しきしま♡ときめきプラン2020」
３つの重点プロジェクト



プロジェクト①

支え合い社会創造プロジェクト









プロジェクト②

農村景観を守る
農地保全プロジェクト











プロジェクト③

未来への構造改革プロジェクト





















しきしまの家・自給家族を募集します


